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分野横断的な議論期待
井村裕夫会頭に聞く

―― 第 29 回日本医学会総会 2015関西　開催にあたって ――

平成２６年度の受章者
春 の 叙 勲

瑞宝中綬章

伊東  政敏 （昭 36 年卒）
　　　　　　　　元国立療養所岐阜病院長

武部　  啓 （教室会員 放射能基礎医学）
　　　　　　　　京都大学名誉教授

山本  尚三 （教室会員　医化学）

　　　　　　　　徳島大学名誉教授

藍綬褒章

廣瀬  邦彦 （昭 43 年卒）
　　　　　　　　元大津赤十字病院長
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より一層の参加を
来年 4 月 11 日に
芝蘭会臨時総会
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催
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ロ
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史
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菅
広
文
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〈
総
会
の
概
要
〉

第
29
回
日
本
医
学
会
総
会

２
０
１
５
関
西
井
村
裕
夫

会
頭
お
よ
び
本
庶
佑
副
会

頭
あ
い
さ
つ（
予
定
）

現
役
学
生
に
よ
る
研
究
発
表

各
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
活
動

報
告

祇
園
芸
妓
の「
手
打
ち
」（
お

め
で
た
い
席
で
披
露
さ
れ

る
格
調
高
い
伝
統
芸
）

京
都
大
学
基
礎
医
学
記
念
講
堂
・
医
学
部
資
料
館

議
論
す
べ
き
は
、

今
で
す

―
―　

前
回
の
第
28
回
総
会

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を

大
き
く
受
け
ま
し
た
が
…
。

　

そ
う
で
す
ね
。
全
国
の
先

生
方
や
医
療
に
携
わ
る
方
々

が
一
堂
に
会
し
て
議
論
で
き

る
の
は
8
年
ぶ
り
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
間
に
日
本

社
会
は
大
き
く
転
換
を
迫

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
団
塊

の
世
代
が
今
年
65
歳
の
坂

を
越
え
、
い
よ
い
よ
超
高

齢
化
社
会
が
到
来
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
健
康
保
険
制
度
や
年

金
制
度
な
ど
の
社
会
ス
キ

ー
ム
が
大
き
く
変
革
を
迫

ら
れ
ま
す
。
す
る
と
医
療
、

介
護
の
現
場
は
真
っ
先
に

こ
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
で

す
か
ら
、
い
ま
私
た
ち
も
真

剣
に
議
論
し
な
い
と
、
高
齢

化
社
会
の
大
波
に
対
処
で

き
ま
せ
ん
。
医
学
・
医
療
も

変
わ
る
、
こ
れ
か
ら
の
健
康

社
会
を
み
ん
な
で
作
っ
て

い
く
、
そ
の
今
し
か
許
さ
れ

な
い
議
論
に
ぜ
ひ
大
勢
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
20
の
柱
」を
議
論

―
―　

そ
う
し
た
環
境
の

下
、
今
回
の
総
会
で
の
議
論

は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る

で
し
ょ
う
か
。

　

総
会
は
個
々
の
分
科
会
で

は
な
し
え
な
い
、
分
野
を
横

断
す
る
議
論
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
そ
こ
で
、
先

に
述
べ
た
よ
う
な
社
会
の
要

請
か
ら
20
の
課
題
を
あ
ら
か

じ
め
抽
出
し
て
、
そ
の
テ
ー

マ
ご
と
に
議
論
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
横
串
の
議
題
設
定
が
第
一

の
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
20
の

課
題
を
、
今
回
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
示
さ
れ
て
い
る
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
、「
医
学
」

「
医
療
」「
き
ず
な
」
の
三
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、

「
20
の
柱
」
と
呼
び
ま
す
。

　
「
20
の
柱
」
に
は
、
例
え

ば「
先
制
医
療
」「
在
宅
医
療
」

「
死
生
学
」
な
ど
、
地
域
の

健
康
を
預
か
る
先
生
方
に
も

身
近
な
課
題
が
た
く
さ
ん
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
分
野
を
横
断
す
る
テ
ー

マ
で
す
と
、
特
定
領
域
の
専

門
家
だ
け
で
は
議
論
で
き
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
で
き
る
だ

け
多
く
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

専
門
の
先
生
方
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

「
開
か
れ
た
総
会
」を

実
現
す
る
た
め
に

―
―　

第
一
の
特
徴
は
「
分

野
を
越
え
た
議
論
」。
で
は
、

二
つ
目
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
。

　

先
ほ
ど
掲
げ
た
社
会
的

課
題
は
、
私
た
ち
医
療
者

だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ

ん
。
異
な
る
領
域
の
専
門

家
、
行
政
、
企
業
、
そ
し

て
一
般
市
民
の
方
々
の
知

恵
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
開
か
れ
た
議

論
の
場
が
必
要
で
す
。
こ

れ
を
実
現
す
る
試
み
が
第

二
の
特
徴
で
す
。
異
分
野

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
開
す
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
も
用
意
し
ま
す
。

さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
国
民
的
な
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
活

動
に
も
注
力
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て

も
日
頃
、
医
学
・
医
療
の
最

前
線
に
お
ら
れ
る
先
生
方
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
議
論
の

中
心
を
担
っ
て
い
た
だ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ

が「
開
か
れ
た
医
学
会
総
会
」

を
実
現
す
る
第
一
歩
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

―
―　

開
か
れ
た
医
学
会
総

会
で
分
野
横
断
的
な
議
論
が

よ
り
多
く
の
方
に
よ
っ
て
活

発
に
行
わ
れ
、
今
日
の
社
会

が
直
面
す
る
課
題
解
決
に
明

る
い
道
筋
が
つ
け
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第29回
日本医学会総会
2015 関西
2015年春　開催
芝蘭会会員の皆様のご参加を心より
お待ち申し上げます。
事前参加登録受付中！　http://isoukai2015.jp/
早期登録特典（2014 年 10 月 31 日まで）

1  分科会応援早割
2  プレミアムツアー
3  プレミアムコングレスバッグ
事前登録デスク
TEL：03-6736-4369  FAX：03-5963-3277
平日：10:00 ～ 17:00
E-mail：regi-desk@isoukai2015.jp

【概　要】
メインテーマ

医学と医療の革新を目指して
―健康社会を共に生きるきずなの構築―

会頭　
井村　裕夫（京都大学名誉教授、元京都大学総長）
会期・会場
1）学術講演　

4 月 11 日（土）～ 4 月 13 日（月）
国立京都国際会館、グランドプリンスホテル京都、
京都大学百周年時計台記念館、京都大学医学部芝蘭
会館
2）学術展示　

4 月 10 日（金）～ 4 月 13 日（月）
国立京都国際会館、京都市勧業館「みやこめっせ」
3）一般公開展示　

3 月 28 日（土）～ 4 月 5 日（日）
神戸国際展示場ほか
4）医学史展　

2 月 11 日（水・祝）～ 4 月 12 日（日）
京都大学総合博物館

5）医総会WEEK　
4 月 4 日（土）～ 4 月 12 日（日）
京都劇場ほか

【学術講演「20 の柱」】
　メインテーマに沿って、今日の社会が直面する 20
の課題について分野横断的な議論が行われます。詳細
については、ホームページ（http://isoukai2015.jp/）
の学術講演の欄をご覧ください。各柱の聴きどころ、
見どころを掲載しています。

医　学
1）トランスレーション科学の振興
2）臨床研究の推進
3）先制医療（個の視点からの予防医学）
4）再生医療
5）リハビリテーションのこれから
6）環境変化と健康
7）サイエンスからみた心の問題・心の発達
8）基礎医学からの提案
医　療

9）日本の医療・介護制度を考える
10）医療技術の評価（ヘルステクノロジーアセスメ

ント）と医療資源の配分
11）医療と IT（情報技術）
12）周産期・小児医療の課題
13）在宅医療を含んだ慢性期医療
14）グローバルヘルス
きずな

15）効率的な医療人養成制度
16）死生学（終末医療、臓器移植、緩和医療）
17）学生企画
18）震災に学ぶ
19）チーム医療の新しい展開
20）移行医療 (transitional medicine）

　これらのセッションの他、約 40 の産業医向けセッシ
ョンを計画しています。職場での健康や、疾患発症後
のリハビリなどのトピックについて議論される予定で
す。
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を
卒
業
し
て
、
同
級
生
の
ほ

と
ん
ど
が
臨
床
系
に
進
む

中
、
感
染
症
の
治
療
と
い
え

ば
と
り
あ
え
ず
抗
生
物
質
の

投
与
を
と
い
う
治
療
法
に
疑

問
を
持
ち
、
細
菌
が
な
ぜ
さ

ま
ざ
ま
な
生
物
に
対
し
て
病

原
性
を
発
揮
す
る
の
か
に
つ

い
て
も
う
少
し
知
り
た
い
、

と
い
う
動
機
で
基
礎
研
究
の

道
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
７
年
に
は
日

本
学
術
振
興
会
の
特
別
研
究

員
に
、
ま
た
平
成
９
年
に
は

出
身
講
座
の
助
手
に
採
用
し

て
い
た
だ
き
研
究
を
続
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
期
に
細
菌
の
全
ゲ
ノ
ム
が

決
定
さ
れ
る
と
い
う
エ
ポ
ッ

ク
メ
ー
キ
ン
グ
的
な
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
日

本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
微
生
物

ゲ
ノ
ム
を
解
読
し
よ
う
、
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち

上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
末
端

に
加
え
て
い
た
だ
い
て
Ａ
群

レ
ン
サ
球
菌
の
全
ゲ
ノ
ム
解

読
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、平
成
18
年
に
、

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
に

新
し
く
設
置
さ
れ
た
感
染
症

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
（
河
岡

義
裕
セ
ン
タ
ー
長
）
で
独
立

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
染
症
国
際
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ま
っ
た
く
無
か

　

平
成
26
年
６
月
１
日
付

で
、
医
学
研
究
科
感
染
・
免

疫
学
講
座　

微
生
物
感
染
症

学
分
野
の
教
授
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
芝
蘭
会
会

員
の
皆
様
に
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
４
年
に
大
阪

大
学
歯
学
部
を
卒
業
し
、
大

阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究

科
・
口
腔
細
菌
学
講
座
（
浜

田
茂
幸
教
授
、
現
大
阪
大
学

微
生
物
病
研
究
所
特
任
教

授
）
の
ご
指
導
の
下
、
平
成

８
年
３
月
に
歯
学
博
士
の
学

位
を
頂
き
ま
し
た
。
歯
学
部

病
原
性
細
菌
の
進
化
の
姿
を
描
き
出
す

中
川 

一
路

医
学
研
究
科
感
染
・
免
疫
学
講
座

微
生
物
感
染
症
学
分
野
教
授

平成26年度芝蘭会費の金額改定についてのお願い
　会員各位におかれましては、日頃から芝蘭会の活動と運営に対してご支援と
ご協力をいただき厚く御礼を申し上げます。
　芝蘭会では、平成 27 年４月 11 日から３日間にわたって開催されます「第
29 回日本医学会総会 2015 関西」に呼応して、平成 27 年４月 11 日（土）に
1000 人の芝蘭会員が参集する臨時総会の開催を予定しています。この臨時総
会を開催するにつきまして、多額の費用が必要でございますので、その費用を
捻出するため、下記のとおり正会員の年会費を平成 26 年度に限り、5,000 円
から 7,000 円に改定することが、平成 26 年３月 15 日開催の臨時総会、評議
員会、理事会において承認されました。
　会員各位におかれましては、今回の会費値上げにご理解をいただくとともに、
今後ともご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

It is quite ironic that my recent move to the Graduate School of Medicine has brought me 
back to the medical field. Although I was initially accepted into medical school after my 
undergraduate degree, a three-month hitch-hiking trip throughout Africa, where I witnessed 
the tragic effects of hunger and its impact on health, compelled me to change my area and 
study plant genetics with the hope of  helping to alleviate this suffering. After my MPhil and 
PhD at Cambridge, I moved to Akita where for the next 27 years my research focused on 
both basic and applied aspects of plant molecular biology, especially isolating and exploiting 
novel genes, such as those encoding various signaling molecules, transporters and enzymes, 
to improve crop responses to environmental stress. 

My move to Kyoto now sees a shift in my focus. While I aim to actively continue my 
research – although now towards medical sciences – my priority at present is education, 
and I hope to share my passion and wonder about our biological world with many students. 
Of course, the challenge is to fully engage them in my biochemistry, genetics and molecular 
biotechnology courses in English, yet I am sure that they appreciate the importance of 
obtaining a global perspective on their education so they can become major protagonists 
in international scientific research and caring medical doctors with a broad vision of their 
domestic and global responsibilities.  

Such an international outlook cannot, however, just come from attending a few English 
lectures alone. In my previous university, for example, we took large groups of students 
abroad for two-week periods to study and learn about different cultures and perform 
community service projects. This had a great impact on their lives and outlook. I hope 
to help initiate similar projects here – perhaps taking our medical students to work in a 
hospital in a developing country for several weeks. One of the international contributions of 
which I am particularly proud, is to be part of a global education initiative that provides on-
line courses in numerous subjects to thousands of students in Iran who have been barred 
by the Islamic government from entering university only because of their religious beliefs. 
Many of our graduating students have subsequently entered high caliber universities, such 
as Harvard and Stanford Medical School. 

When I was considering the possibility of moving to Kyoto, I was deeply struck by the 
Faculty of Medicine Admission Policy – “We consider it our mission to do our part for the 
well-being of the entire human race. The very foundation of all medical care is ‘love of 
mankind’” – and it was these words that convinced me that an environment with such a 
vision is where I would like to contribute to the education and nurturing of students so that 
they see their role as one of service. Indeed, a quotation by a 19th Century philosopher – 
“Regard man as a mine rich in gems of inestimable value. Education can, alone, cause it to 
reveal its treasures, and enable mankind to benefit therefrom” – gives us a clear indication 
that our role as educators is to bring out these hidden qualities of our students so that they 
can then serve humankind. 

新
任
あ
い
さ
つ

ら
の
研
究
室
の
立
ち
上
げ
で

し
た
が
、
河
岡
セ
ン
タ
ー
長

や
笹
川
千
尋
教
授
（
現
千
葉

大
学
真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ

ー
所
長
）、
既
に
着
任
さ
れ

て
い
た
川
口
寧
准
教
授
（
現

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
教

授
）
や
俣
野
哲
朗
教
授
（
現

国
立
感
染
症
研
究
所
エ
イ
ズ

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）
の
ご

尽
力
に
よ
り
な
ん
と
か
研
究

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
21

年
に
は
東
京
医
科
歯
科
大

学
・
大
学
院
医
歯
学
総
合
研

究
科
・
細
菌
感
染
制
御
学
分

野
の
教
授
に
採
用
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
後
で
す
が
、
私

は
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

研
究
の
柱
と
し
て
、
細
菌
感

染
症
の
実
体
を
明
ら
か
と
す

る
基
礎
的
な
研
究
か
ら
効
果

的
な
新
規
治
療
法
の
開
発
へ

結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
な

臨
床
応
用
も
視
野
に
入
れ
た

研
究
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
ゲ
ノ
ム
情
報
解

析
を
基
盤
と
し
て
、
病
原
性

細
菌
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
病
原
性
を
獲
得
し
て
き
た

の
か
、
そ
の
生
存
戦
略
を
明

ら
か
と
す
る
こ
と
で
病
原
性

細
菌
の
姿
を
捕
ら
え
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

レ
ン
サ
球
菌
属
の
菌
は
、
ヒ

ト
で
は
上
気
道
の
粘
膜
や
皮

膚
と
い
っ
た
上
皮
組
織
か
ら

体
内
に
侵
入
し
病
原
性
を
発

揮
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

菌
が
非
常
に
近
い
生
息
域
を

持
つ
に
も
関
わ
ら
ず
、
異
な

る
病
原
性
を
発
揮
す
る
こ

と
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
共
通
の
祖
先
か
ら
出
発

し
た
菌
が
異
な
る
病
原
因
子

を
進
化
の
過
程
で
獲
得
し
て

き
た
こ
と
が
、
こ
の
菌
種
の

生
存
戦
略
を
決
定
し
た
と
も

言
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
結
果
か
ら
、
Ａ
群
レ
ン
サ

球
菌
で
は
、
遺
伝
子
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
染
色
体
内
の

プ
ロ
フ
ァ
ー
ジ
領
域
に
決
定

さ
れ
、
そ
の
フ
ァ
ー
ジ
は
染

色
体
の
再
構
成
に
伴
っ
て
病

原
遺
伝
子
が
変
化
し
う
る
こ

と
、
ま
た
、
フ
ァ
ー
ジ
に
対

す
る
防
御
機
構
で
あ
る
Ｃ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
／
Ｃ
ａ
ｓ
シ
ス
テ

ム
は
Ａ
群
レ
ン
サ
球
菌
に
お

い
て
は
、
単
に
フ
ァ
ー
ジ
を

排
除
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
菌
に
感
染
で
き
る
フ
ァ
ー

ジ
の
種
類
を
見
分
け
る
た
め

に
使
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
結
果
は
、
Ａ
群
レ
ン

サ
球
菌
が
将
来
ど
の
よ
う
な

病
原
性
遺
伝
子
を
獲
得
す
る

の
か
予
測
で
き
る
可
能
性
を

秘
め
て
お
り
、
感
染
症
の
新

規
流
行
株
の
予
測
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
や
、
Ｃ
ａ
ｓ
シ
ス

テ
ム
を
応
用
し
た
新
規
治
療

法
の
開
発
な
ど
に
も
結
び
つ

く
こ
と
を
示
し
て
お
り
、「
ゲ

ノ
ム
」
と
い
う
情
報
を
応
用

し
た
感
染
症
の
予
防
と
制
圧

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
宿
主
反
応
、
特
に
さ

ま
ざ
ま
な
病
原
性
細
菌
と
宿

主
と
の
相
互
作
用
を
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
の
技
術
を
用
い
て
解

析
す
る
こ
と
で
、
細
菌
と
宿

主
の
攻
防
の
真
の
姿
を
捕
ら

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

細
菌
感
染
は
、
宿
主
に
重
篤

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る

た
め
、
一
方
的
に
悪
い
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
逆
に
言
え
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
適
応
で

き
る
細
菌
が
、
自
身
の
生
息

の
場
と
し
て
「
ヒ
ト
」
と
い

う
環
境
を
選
ん
だ
だ
け
と
も

言
え
ま
す
。
細
菌
感
染
症
で

は
ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
対
応
で

き
る
感
染
は
極
め
て
少
な

く
、
生
体
内
で
の
菌
の
動
態

は
、
ほ
と
ん
ど
未
解
明
の
ま

ま
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
た
め
、
宿
主
と

細
菌
の
相
互
作
用
を
分
子
レ

ベ
ル
で
解
析
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
を

介
し
た
細
菌
の
排
除
機
構
の

研
究
で
す
。
現
在
は
、
細
菌

を
認
識
し
て
防
御
機
構
を
起

動
す
る
分
子
、
特
に
ⅰ
細
菌

を
認
識
し
て
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ

ー
を
誘
導
す
る
細
胞
内
の
分

子
群
、
ⅱ
細
菌
感
染
に
応
答

し
て
細
胞
内
の
膜
形
成
を
誘

導
す
る
Ｒ
ａ
ｂ
分
子
群
、
ⅲ

宿
主
防
御
機
構
に
対
抗
す
る

菌
側
の
遺
伝
子
群
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
り
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
研
究
で
得
ら

れ
る
結
果
は
、
細
菌
感
染
症

に
対
す
る
宿
主
の
応
答
を
明

ら
か
と
す
る
だ
け
で
な
く
、

生
体
の
新
た
な
防
御
機
構
の

分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
芝
蘭
会
会
員
の
先

生
方
に
は
何
卒
我
慢
強
い
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

・「三井住友銀行」利用のご寄附
 307人（法人を含む）
56,160,000円

うち、50万円以上のご寄附は 56人（法人を含む）

・「ゆうちょ銀行」利用のご寄附
248人 

5,937,000円
うち、50万円以上のご寄附は2人

「京都大学医学部記念講堂・
歴史資料館基金」募金の現状

平成 26 年 6 月 30 日（月）現在

計555人（法人を含む）
62,097,000円

世界で活躍する人材 育てたい
Shohab Youssefian

医学研究科教授

　
最
近
、
芝
蘭
会
員
の
方
々
へ
芝
蘭
会
員
ま
た
は
京
大

医
学
部
事
務
職
員
の
名
前
を
か
た
っ
て
、個
人
情
報
（
住

所
、
電
話
番
号
等
）
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
な
問

い
合
わ
せ
の
電
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
会
員
の
方
か

ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
芝
蘭
会
と
は
全

く
関
係
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
芝
蘭
会
で
は
会
員
の
方
か
ら
住
所
変
更
等
の

ご
連
絡
が
な
い
限
り
、
事
務
局
か
ら
は
お
問
い
合
せ
は

い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
芝
蘭
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

芝
蘭
会 

事
務
局   
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芝　　蘭　　会　　報 (　3　) 2014 ( 平成 26 ) 年 8 月 10 日182 号

事務局
〒 606-8501

京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部学生会館内

Tel.075-761-2467
Fax.075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.
med.kyoto-u.ac.jp

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

新入生の皆さん、合格おめでとう

世界に羽ばたき活躍を
校友会会員・松本智成

　

４
月
７
日
（
月
）
京
都
市

勧
業
館
み
や
こ
め
っ
せ
で
挙

行
さ
れ
た
平
成
26
年
度
京
都

大
学
入
学
式
の
後
、
京
都
大

学
医
学
部
校
友
会
主
催
入
学

祝
賀
会
が
芝
蘭
会
館
山
内
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

医
学
研
究
科
長
湊
長
博
教

授
の
祝
辞
の
後
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
委
員
会
委
員
、
臨

床
免
疫
学
分
野
三
森
経
世
教

授
よ
り
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

と
校
友
会
の
趣
意
説
明
が
行

わ
れ
た
。

　

出
席
各
教
授
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
和
や

か
な
祝
賀
会
と
な
っ
た
。
出

席
者
数
は
２
７
０
名
（
教
授

10
名
、
新
入
生
１
１
１
名
、

父
母
１
４
９
名
）。

校内見学会、楽しく
1 回生の保護者 親睦を深める

和
や
か
に
入
学
祝
賀
会

新
入
生
、父
母
ら
270
人
出
席
校友会主宰

KMS-FUND と校友会の趣意説明をする三森教授

iPS 細胞研究所前での参加者ら

　

校
友
会
で
は
、
親
睦
を
目

的
と
し
て
１
回
生
の
保
護
者

を
対
象
に
校
内
見
学
会
（
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
５
月
17

日
（
土
）
に
実
施
、
60
余
人

の
ご
参
加
の
も
と
、
天
候
に

恵
ま
れ
、
有
意
義
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
訪
れ
た
の
は
、
昨

年
新
し
く
改
築
し
た
木
の
香

り
の
す
る
基
礎
医
学
記
念
講

堂
・
医
学
部
資
料
館
で
す
。

医
学
部
の
「
史
」
に
つ
い
て
、

小
泉
昭
夫
教
授
に
講
義
を
受

け
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
乗

り
大
学
生
に
な
っ
た
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
く

わ
か
ら
な
い
中
に
も
、
ち

ょ
っ
と
理
解
で
き
た
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
全
員
で

記
念
写
真
を
撮
り
、
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
医
学
部
事

務
部
と
芝
蘭
会
が
大
学
と
交

渉
し
て
く
れ
た
こ
と
で
で
き

た
こ
と
で
す
。
当
日
も
同
行

し
て
い
た
だ
き
感
謝
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
の
素
晴
ら
し

い
一
日
の
思
い
出
を
形
に
残

し
た
い
と
思
い
、
手
づ
く
り

な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
ア
ル
バ

ム
に
し
て
お
送
り
し
ま
し

た
。
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に

し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
医
学
部
事
務
部
は

じ
め
、
大
学
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
校
友
会
会
員
・
菅
野
ふ
み
）

京都大学医学部校友会　第７回総会・講演会
日 時	 平成 26年 9月20日（土）
場 所	 芝蘭会館本館　稲盛ホール
総 会	 13：00～ 13：40		
講 演 会	 13：50～ 14：30	
	 　 腫瘍薬物治療学　　武藤　学　教授
	 14：30～ 15：10	
	 　 医学教育推進センター　小西　靖彦　教授
特別講演会	 15：30～ 16：30
　ゲスト講演者　脳科学者　茂木健一郎氏　「脳と創造性」
懇親パーティー	（要会費）
時 間	 17：00～ 18：30
場 所	 芝蘭会館本館　山内ホール

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
京
都

大
学
医
学
部
に
合
格
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

織
田
信
長
の
時
代
、
人
生

50
年
と
言
わ
れ
皆
さ
ん
の
年

齢
だ
と
立
派
な
大
人
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
私
自
身
が
大
学

に
入
学
し
た
と
き
、
当
時
は

自
分
自
身
が
大
人
と
思
っ
て

い
て
も
、
今
、
我
が
子
を
見

る
と
や
は
り
子
ど
も
だ
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
か
ら

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
人

ぶ
っ
て
い
て
も
親
か
ら
見
る

と
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
子
ど

も
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
学
生
生
活
以
降

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
肩

肘
張
っ
て
生
き
る
こ
と
が
大

伝
達
阻
害
に
よ
る
疾
患
治
療

の
開
発
に
関
す
る
仕
事
に
従

事
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
時
は
こ
ん
な
も
の
が
役
に

立
つ
の
か
と
思
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ヒ
ト
型
化
抗
Ｉ

Ｌ-

６
受
容
体
抗
体
で
あ
る

ア
ク
テ
ム
ラ
を
世
に
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
、
現
在
で
は

生
物
学
的
製
剤
治
療
は
キ
ャ

ス
ル
マ
ン
氏
病(

Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ

ｄ)

、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
ク

ロ
ー
ン
病
の
み
な
ら
ず
種
々

の
疾
患
に
使
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
生
物
学
的
製
剤
も
感
染

症
、
特
に
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
製
剤
は

結
核
を
発
病
さ
せ
や
す
い
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の

対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ど
う
に
か
結
核
に
対

し
て
生
物
学
的
製
剤
は
感
受

性
の
あ
る
結
核
薬
の
元
で
結

核
菌
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
事(N

E
JM

 2006)
を
示

し
、
初
め
は
批
判
の
嵐
で
し

た
が
米
国
、
英
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
認
め
ら
れ
世
に
認

知
さ
れ
そ
う
で
す
。
生
物
学

的
製
剤
を
育
て
て
、
そ
し
て

今
後
は
感
染
症
の
問
題
に
つ

い
て
生
物
学
的
製
剤
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
私
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
生
物
学
的
製
剤

の
研
究
・
開
発
に
お
い
て
学

ん
だ
こ
と
は
、
医
療
面
・
研

究
面
に
お
い
て
個
々
の
能
力

も
大
切
だ
が
組
織
力
も
も
っ

と
大
切
な
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
、
な
ら
び
に
育
て
て

く
れ
る
組
織
も
重
要
だ
が
守

っ
て
く
れ
る
組
織
も
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

京
都
大
学
に
は
芝
蘭
会
と

校
友
会
と
い
う
組
織
力
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
組
織
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
京
都
大
学

医
学
部
学
生
な
ら
び
に
大
学

院
学
生
が
育
て
ら
れ
、
ま
た

必
要
に
応
じ
て
守
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
世
界
の
医
学
、
医

療
界
の
先
端
に
羽
ば
た
き
活

躍
す
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
微
弱
な
が

ら
私
も
サ
ポ
ー
ト
な
ら
び
に

必
要
に
応
じ
て
守
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

切
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
素

直
に
な
り
、
先
輩
・
同
僚
そ

し
て
親
の
意
見
を
聞
く
の
も

大
切
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
学
生
時
代
、
サ
イ
ト

カ
イ
ン
、
特
に
Ｉ
Ｌ-

６
の

シ
グ
ナ
ル
伝
達
に
関
す
る
仕

事
を
行
い
、
細
胞
内
シ
グ
ナ

ル
伝
達
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
機
構
の
概
念

を
提
唱
し(N

ature 1997, 
P

roc N
atl A

cad Sci 
U

SA
 1998, 1998)

、
以

降
サ
イ
ト
カ
イ
ン
シ
グ
ナ
ル

　

こ
の
た
び
は
京
都
大
学
医
学
部
若
手

研
究
者
優
秀
論
文
賞
（
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
）

を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
京
都
大
学
医

学
部
関
係
者
の
方
々
、
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
木
村 

剛
教
授
な
ら
び
に
関

係
の
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
論
文

は
、
Ｓ
Ｔ
上
昇
型
急
性
心
筋
梗
塞
に

対
す
る
経
皮
的
カ
テ
ー
テ
ル
イ
ン
タ
ー

ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療(Prim

ary PC
I )

に

お
け
る
発
症
か
ら
再
灌
流
ま
で
の
総
虚

血
時
間
の
重
要
性
を
多
施
設
観
察
研

究
か
ら
示
し
た
も
の
で
す
。
従
来
、
Ｓ

Ｔ
上
昇
型
急
性
心
筋
梗
塞
に
対
す
る

Prim
ary PC

I

に
お
い
て
は
、
病
院
到

着
か
ら
病
変
の
バ
ル
ー
ン
拡
張
に
よ
る
再

灌
流
ま
で
の
時
間（D

oor-to-balloon 
tim

e

）
を
90
分
以
内
と
す
る
こ
と
が
治

若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
受
賞
者
の
言
葉

循環器内科学分野博士課程（医学専攻）

塩見　紘樹

急
性
心
筋
梗
塞
治
療
向
上
に
努
力
療
目
標
と
し
て
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

推
奨
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
研
究
の
結
果
で
は
、D

oor-to-
balloon tim

e 

90
分
以
内
の
効
果
は

発
症
早
期
来
院
例
に
限
ら
れ
、
急
性
心

筋
梗
塞
発
症
か
ら
病
院
到
着
ま
で
の
時

間
も
加
味
し
た
総
虚
血
時
間
が
よ
り
重

要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
最

近
に
な
り
、
米
国
か
ら
もD

oor-to-
balloon tim

e

の
短
縮
が
予
後
の
改
善

に
繋
が
ら
な
か
っ
た
と
の
報
告
が
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
さ
ら
な
る
急
性
心
筋
梗

塞
の
予
後
改
善
の
た
め
に
病
院
到
着
前

の
虚
血
時
間
も
含
め
た
総
虚
血
時
間
の

短
縮
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本

賞
を
励
み
に
微
力
な
が
ら
今
後
も
急
性

心
筋
梗
塞
治
療
の
向
上
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
末
筆
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
関
係
者
の
方
々
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

　

続
い
て
医
学
部
棟
、
学
生

会
館
な
ど
を
見
学
し
、
芝
蘭

会
館
山
内
ホ
ー
ル
に
て
昼
食

の
京
弁
当
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、ゆ
っ
く
り
休
憩
を
と
り
、

話
が
は
ず
み
親
睦
を
深
め
る

い
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

距
離
が
あ
っ
て
歩
き
は
大

変
な
の
で
す
が
、
清
風
荘
に

着
き
、
庭
園
・
茶
室
な
ど
を

観
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
管
理
事
務
所
の
岡
本
様

か
ら
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
こ
と
に
驚

く
と
同
時
に
、
京
都
大
学
の

素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

次
に
、病
院
外
来
棟
で
す
。

休
み
と
い
う
の
に
、
特
別
に

開
け
て
い
た
だ
き
、
医
学
部

附
属
病
院
総
務
課
の
広
報
担

当
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
研
究
所
で
す
。
広

報
の
渡
辺
さ
ん
か
ら
詳
し

く
説
明
を
受
け
、
顕
微
鏡

で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
見
る
こ

校
友
会
会
員

古
庄
　
由
紀

夢
に
向
か
っ
て

　

芝
蘭
会
館
で
の
入
学
祝
賀

会
で
は
、
夢
の
よ
う
な
時
間

を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
医
学
部
の
先

生
方
の
お
話
を
拝
聴
し
、
彼

が
選
ん
だ
の
は
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
医
学
な
の
だ
と
感
激
に

震
え
ま
し
た
。

　

思
え
ば
初
め
て
の
子
育
て

は
、
常
に
試
行
錯
誤
の
連
続

で
し
た
。
し
か
し
、
18
年
間

を
振
り
返
る
と
「
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
言
葉
以
外
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。

　

彼
は
５
歳
の
時
、
医
師
に

な
る
と
決
め
ま
し
た
。
ぶ
れ

る
こ
と
な
く
そ
の
夢
に
向
か

っ
て
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま

し
た
。

　

夢
を
持
つ
子
ど
も
を
育
て

る
の
は
、
親
と
し
て
本
当
に

楽
し
い
時
間
で
し
た
。
医
師

に
な
る
に
は
、
学
力
が
必
要

な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

人
の
痛
み
の
わ
か
る
医
師
に

な
っ
て
欲
し
い
と
あ
ら
ゆ
る

体
験
を
一
緒
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
思
い
出
深
い

出
来
事
は
、
彼
が
小
学
６
年

の
頃
に
弟
の
通
う
幼
稚
園
の

バ
ザ
ー
で
缶
ジ
ュ
ー
ス
を
売

る
の
を
手
伝
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
氷
水
の
中
に
缶
ジ
ュ

ー
ス
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

自
ら
「
き
れ
い
な
タ
オ
ル
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
聞
き
、

缶
底
を
拭
い
て
手
渡
す
の
を

見
て
、
私
は
心
の
中
で
拍
手

を
し
た
の
が
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
で
す
。
相
手
の
気
持
ち

に
立
っ
た
思
い
や
り
の
気
持

ち
が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。

　

高
校
３
年
で
京
大
に
志
望

校
を
変
更
し
た
時
は
私
も
本

当
に
不
安
で
し
た
。
勉
強
に

集
中
す
る
あ
ま
り
ご
飯
も
食

べ
ら
れ
ず
痩
せ
細
り
、
ス
ト

レ
ス
性
の
湿
疹
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
京
大
を
目
指
す

の
は
過
酷
な
の
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
入
学
式
で

見
た
京
大
の
桜
は
私
の
人
生

で
一
番
美
し
く
艶
や
か
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

京
大
の
自
由
な
校
風
の
中

で
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方
と

仲
間
の
中
で
、
樹
木
が
ゆ
っ

く
り
大
き
く
な
る
よ
う
に
、

経
験
を
積
み
、
患
者
さ
ん
に

望
ま
れ
る
医
師
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
６
年
間
が
人
生
の

糧
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
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京
都
大
学
か
ら
世
界
に
発
信

京
大
主
催 

各
国
の
学
者
ら
議
論

熱
心
に
質
問
、
盛
り
上
が
る

事
業
報
告
な
ど
５
議
案
承
認

Ｗ
Ｈ
Ｓ
２
０
１
３
の
様
子
（
ド
イ

ツ
・
ベ
ル
リ
ン
）

打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の

新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

芝
蘭
会
総
会
・
評
議

員
会
お
よ
び
理
事
会

14
年
度
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

　
２
０
１
５
年
４
月
13
日
～
14

日
、W

orld Health Sum
m

it 

（
Ｗ
Ｈ
Ｓ
）
の
ア
ジ
ア
地
域
会

合
が
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
す

（
主
催
・
京
都
大
学
）。

　

京
都
大
学
医
学
研
究
科

（
湊
長
博
研
究
科
長
）
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｓ
を
企
画
・
運
営
す
る

M
8 A

lliance

（
注
）
の

発
足
当
時
か
ら
日
本
代
表

と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
お

り
、
こ
の
た
び
、
第
３
回
地

域
会
合
の
主
幹
校
と
し
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
現
在
、
社

会
健
康
医
学
系
専
攻
を
中

心
に
、
全
学
的
に
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
域
会
合
で
は
、

「
社
会
疫
学
」
の
生
み
の
親

と
し
て
知
ら
れ
る
イ
チ
ロ
ー
・

カ
ワ
チ
教
授
（
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
）
な
ど
を
基
調
講
演

者
と
し
て
迎
え
、
日
本
が
世

界
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り

得
る
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
超

高
齢
社
会
へ
の
挑
戦
、
②
自

然
災
害
へ
の
対
応
と
準
備
、

③
未
来
の
人
材
育
成
、
な
ど

を
主
要
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
医
療
の
現
場
を
支

え
る
医
師
、
技
術
の
発
展

を
担
う
産
業
界
や
行
政
か

ら
も
広
く
参
加
者
を
募
り
、
健
康
医
療
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
世
界
の
英
知
が
京
都
に

結
集
し
、
未
来
の
医
療
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
ま

た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
芝
蘭
会
会
員
の
皆

さ
ま
に
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え

た
日
本
そ
し
て
世
界
の
医
療

が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛

躍
す
る
た
め
に
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
各
国
の
参

加
者
と
と
も
に
議
論
を
深

め
、
世
界
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
る
契
機
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
」。

（
福
原
俊
一・
Ｗ
Ｈ
Ｓ
地
域

会
合
会
頭
・
京
都
大
学
医

学
研
究
科
社
会
健
康
医
学

系
専
攻
長
）

　

２
０
１
４
年
11
月
か
ら

参
加
登
録
受
付
開
始
。

（
注
）【M

8
 A

lliance

】

世
界
有
数
の
医
科
大
学
で

構
成
さ
れ
る
国
際
的
連

合
。
世
界
17
機
関
が
加
盟

す
る
（
平
成
26
年
６
月
現

在
）。
健
康
と
医
療
問
題
に

つ
い
て
ア
カ
デ
ミ
ア
か
ら
政

策
提
言
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
、
２
０
０
９
年
か
ら

毎
年
ド
イ
ツ
で
国
際
会
議

を
開
催
。

　

４
月
13
日
（
日
）
に
、
入

学
し
た
ば
か
り
の
医
学
生
を

対
象
に
「
２
０
１
４
年
度
新

入
生
セ
ミ
ナ
ー
」
が
芝
蘭
会

館
で
、
医
学
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
と
医
学
教
育
を
考
え
る

学
生
の
会
（
Ｋ
Ｓ
‐
Ｃ
ｏ
Ｍ
）

の
共
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
学

生
と
教
員
と
が
協
働
し
て
企

画
・
運
営
す
る
と
い
う
新
し

い
取
り
組
み
で
、
本
年
度
で

２
年
目
と
な
り
ま
す
。
当
日

は
、
61
名
の
新
入
生
と
学
生

ス
タ
ッ
フ
23
名
、
教
員
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
①
高
校

と
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
異
な

る
大
学
に
お
い
て
、
新
入
生

が
で
き
る
限
り
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
②
今
後
６
年
間
で
追
究

す
る
自
分
な
り
の
「
興
味
・

関
心
」
を
見
つ
け
る
手
掛
か

り
を
得
る
こ
と
③
学
年
を
超

え
た
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
取
り
組
み
で
は
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
度
は
参
加
者

か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
今

年
度
は
、
昨
年
度
の
経
験
を

踏
ま
え
て
よ
り
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
目
指

し
、
２
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
学

生
・
教
員
間
で
議
論
を
重
ね

ま
し
た
。

　

午
前
中
を
中
心
と
し
た
教

員
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
ま
ず
医
学
教
育
推
進
セ

ン
タ
ー
長
小
西
靖
彦
教
授
か

ら
、
医
師
と
し
て
の
ご
経
験

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

同
セ
ン
タ
ー
柴
原
真
知
子
特

定
助
教
がSelf-directed 
Learning

（
自
己
主
導
型

学
習
）
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
大
学
以

降
で
求
め
ら
れ
る
「
学
習
」

に
つ
い
て
学
生
ス
タ
ッ
フ
も

交
え
て
考
え
ま
し
た
。
昼
食

時
は
、
新
入
生
と
学
生
ス
タ

ッ
フ
・
教
員
と
が
、
芝
蘭
会

館
前
の
満
開
の
桜
の
下
で
お

弁
当
と
歓
談
を
楽
し
み
ま
し

た
。
昼
食
後
は
、
消
化
器
内

科
学
・
千
葉
勉
教
授
か
ら
、

学
生
時
代
の
意
義
に
つ
い
て

熱
意
あ
ふ
れ
る
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
学
生
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
を

中
心
に
、
新
入
生
参
加
型
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
京
都
大
学
医
学

部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
学
生
の
視
点
か
ら
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
新
入
生

は
４
、５
名
の
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
学
生
ス
タ
ッ
フ

は
各
グ
ル
ー
プ
内
で
、
医
学

生
と
し
て
の
今
ま
で
の
「
自

分
史
」
を
新
入
生
に
話
し
ま

し
た
。
打
ち
解
け
た
雰
囲
気

の
中
で
、
新
入
生
は
授
業
や

ア
ル
バ
イ
ト
、
研
究
室
訪

問
、
海
外
留
学
な
ど
多
岐
に

渡
る
質
問
を
次
々
と
投
げ
か

け
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
自
ら

の
経
験
や
苦
労
を
踏
ま
え
て

精
一
杯
、語
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
の
時

刻
に
な
っ
て
も
会
話
が
途
絶

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
後
に
は
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
の
話
を
受
け
て
、
新

入
生
が
「
６
年
間
の
目
標
と

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
そ
れ

に
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
コ
メ
ン

ト
を
書
き
込
み
、
お
互
い
の

プ
ラ
ニ
ン
グ
を
共
有
し
ま
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
実
施

し
た
新
入
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
ユ
ニ
ー
ク
な
学
生

生
活
を
歩
ん
で
き
た
先
輩
の

話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

た
」「
今
ま
で
曖
昧
だ
っ
た

将
来
に
つ
い
て
考
え
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
」「
海
外
で

の
経
験
を
積
ん
で
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
間
に
な
る
必
要
性
を

感
じ
た
」な
ど
の
声
が
あ
り
、

今
年
度
の
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
な
お
、
本
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
芝

蘭
会
か
ら
経
費
面
で
の
助
成

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責　

高
岡
沙
織　

櫻
田

紘
基　

松
梨
聡
史　

伊
藤
秀

一　

佐
々
木
潤
）

　

平
成
26
年
６
月
21
日

（
土
）、
芝
蘭
会
館
別
館
に
お

い
て
芝
蘭
会
総
会
・
評
議
員

会
お
よ
び
理
事
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

議
案
は
（
１
）
平
成
25
年

度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
な
ら
び
に
財
産
目
録
に
つ

い
て
（
２
）
会
長
、
副
会

長
、
常
務
理
事
、
理
事
、
監

事
、
評
議
員
の
選
任
に
つ
い

て
（
３
）
第
３
回
芝
蘭
会
代

議
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

（
４
）「
第
29
回
日
本
医
学
会

総
会
２
０
１
５
関
西
」
開
催

に
係
る
臨
時
総
会
の
開
催
に

つ
い
て
（
５
）
そ
の
他
に
つ

い
て
、
議
案
（
１
）
に
つ
い

て
は
、
医
学
教
育
活
動
等
へ

の
助
成
や
学
生
の
海
外
研
修

等
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
の
上
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
２
）
に
つ
い
て
は
、

理
事
の
湊
長
博
氏
、
三
嶋
理

晃
氏
、
菊
池
晴
彦
氏
、
佐
古

伊
康
氏
、
相
馬
俊
臣
氏
、
二

木
隆
氏
、
大
髙
道
也
氏
、
隠

岐
尚
吾
氏
、
成
宮
周
氏
が
本

総
会
の
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
同
人
を
理

事
に
再
任
、
ま
た
、
理
事
の

小
西
淳
二
氏
、
延
吉
正
清
氏

に
つい
て
、
後
任
に
野
口
正
人

氏
、
永
田
泉
氏
を
理
事
と
し

て
選
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。
監
事
に
つい
て
は
、
日

合
弘
氏
が
本
総
会
の
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

同
人
を
監
事
に
再
任
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。
評
議
員

に
つい
て
は
、
竹
本
勇
氏
、
日

野
原
重
明
氏
、
桝
正
幸
氏
、

田
中
守
氏
、
柴
田
史
郎
氏
、

隠
岐
尚
吾
氏
、
小
西
裕
氏
、

藤
原
久
義
氏
、
木
村
徹
氏
、

杉
山
知
行
氏
、矢
野
謙
二
氏
、

大
城
清
氏
、
吉
田
修
氏
、
廣

瀬
邦
彦
氏
、
邉
見
公
雄
氏

の
再
任
、
ま
た
、
福
井
支
部

の
野
口
正
人
氏
の
後
任
に
吉

田
治
義
氏
、
岐
阜
支
部
の
山

本
剛
史
氏
の
後
任
に
清
水
克

時
氏
、
岡
山
支
部
の
高
三
秀

成
氏
の
後
任
に
小
笠
原
敬
三

氏
、
香
川
支
部
の
笠
木
寛
治

氏
の
後
任
に
筧
善
行
氏
、
福

岡
・
佐
賀
支
部
の
延
吉
正
清

氏
の
後
任
に
永
田
泉
氏
、
前

ウ
イ
ル
ス
研
究
所
所
長
の
松

岡
雅
雄
氏
の
後
任
に
現
ウ
イ

ル
ス
研
究
所
所
長
の
小
柳
義

夫
氏
を
評
議
員
と
し
て
選
任

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
理
事
会
に
て
、
会

長
の
湊
長
博
氏
、
副
会
長
の

三
嶋
理
晃
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
総
会
に
お
い
て
理
事

に
再
任
さ
れ
た
同
人
を
会

長
、
副
会
長
に
再
任
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。
常
務
理

事
に
つ
い
て
は
、
成
宮
周
氏

の
後
任
に
総
会
に
お
い
て
理

事
に
再
任
さ
れ
た
相
馬
俊
臣

氏
を
常
務
理
事
に
選
任
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
３
）
に
つ
い
て
は
、

第
３
回
芝
蘭
会
代
議
員
選
挙

に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
お
よ

び
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
４
）
に
つ
い
て
は
、

「
第
29
回
日
本
医
学
会
総
会

２
０
１
５
関
西
」
開
催
に
係

る
臨
時
総
会
の
開
催
に
つ
い

て
、
実
行
委
員
会
で
検
討
し

た
臨
時
総
会
の
概
要
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
実
行
委
員
会
に
お
い

て
継
続
的
に
検
討
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
５
）
に
つ
い
て
は

３
件
あ
り
、
１
件
目
は
、
基

礎
医
学
記
念
講
堂
・
医
学
部

資
料
館
基
金
の
募
金
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
引

き
続
き
募
金
活
動
を
行
う
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。
２
件
目

は
、
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
な
ど
の
提
出
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
３
件
目
は
、
芝
蘭

会
館
別
館
の
客
室
の
禁
煙
に

つ
い
て
、
客
室
の
喫
煙
状
況

の
調
査
結
果
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
禁
煙
を
実
施
す
る

方
向
で
検
討
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

　

議
案
の
審
議
終
了
後
、
湊

会
長
か
ら
報
告
事
項
が
３
件

あ
り
、
１
件
目
は
、
芝
蘭
会

会
員
が
医
学
図
書
館
を
利
用

可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
芝
蘭
会
報
な
ど
で
周
知

す
る
こ
と
、
ま
た
、
利
用
上

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
医

学
図
書
館
と
協
議
の
上
、
芝

蘭
会
員
の
会
員
証
を
作
成
、

配
布
す
る
こ
と
な
ど
の
提
案

が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
２

件
目
は
、
京
都
大
学
医
学
部

教
育
研
究
支
援
基
金
の
募
金

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
了
承
さ
れ
た
。
３
件
目

は
、
海
外
研
修
助
成
事
業
の

選
考
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。

来年４月13日・14日、京都で世界医学サミット
WHS Regional Meeting Asia, Kyoto 2015
主　催：京都大学
共　催：福島県立医科大学
会　期：2015 年 4 月 13 日（月）、4 月 14 日（火）
会　場：国立京都国際会館（一部日程はグランドプリンスホテル京都にて開催）
ＵＲＬ：http://www.worldhealthsummit.org/

Michael J. Klag
Johns Hopkins Bloomberg

School of Public Health 大学院長

Peter Piot
London School of Hygiene

and Tropical Medicine 大学院長

Barry Bloom
Harvard School of
Public Health 教授

井村　裕夫
京都大学名誉教授

Ichiro Kawachi
Harvard School of
Public Health 教授

基調講演： 特別講演：

山海 嘉之
筑波大学大学院教授

世界初のサイボーグ型ロボットスー
ツ「HAL」を開発。超高齢社会
におけるロボット技術の可能性に
ついて講演予定。

2014年 11月より参加登録受付開始
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支
部
だ
よ
り

平
成
25
年
度

芝
蘭
会
東
京

支
部
総
会
な
ら
び
に
第
12
回

京
都
大
学
健
康
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
、
平
成
26
年
１
月
25

日
（
土
）
に
千
代
田
区
の
学

士
会
館
に
お
い
て
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
は
じ
め
に
日

野
原
重
明
先
生
の
ご
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
５
名
の
物
故
者

に
対
し
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。幹
事
の
二
木
隆
・

大
髙
道
也
の
両
先
生
に
よ
る

平
成
25
年
度
事
業
報
告
と
平

成
26
年
度
事
業
計
画
、
六
反

田
亮
先
生
に
よ
る
平
成
25
年

度
会
計
報
告
の
後
、
芝
蘭
会

本
部
代
表
（
会
長
代
理
）
の

小
西
靖
彦
先
生
よ
り
本
部
お

よ
び
京
都
大
学
医
学
部
の
近

況
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

第
２
部
の
京
都
大
学
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
聖
路
加

国
際
病
院
院
長
の
福
井
次
矢

先
生
と
芝
蘭
会
理
事
の
大
髙

道
也
先
生
が
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
福
井
先
生
は
「
医

療
の
質
を
測
り
改
善
す
る
―

聖
路
加
国
際
病
院
の
経
験
と

国
内
外
の
動
向
―
」
と
題
し

て
話
さ
れ
ま
し
た
。
某
大
学

で
の
手
術
取
り
違
え
事
故
を

契
機
と
し
て
、
世
間
の
病
院

に
対
す
る
目
は
よ
り
厳
し
い

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
聖
路

加
国
際
病
院
で
は
、
Ｑ
Ｉ

（Q
uality Indicator

）

を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
適

切
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
調
査
し
、
そ
の

後
の
対
策
に
よ
っ
て
改
善
が

み
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
冊
子

【
東
京
】

分
子
レ
ベ
ル
の
食
科
学
を
探
る

「
連
帯
の
医
学
」テ
ー
マ
に

　
　
大
髙
先
生
が
講
演

に
し
て
職
員
に
配
布
し
た

り
、
一
般
向
け
に
出
版
し
た

り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
例

え
ば
、
糖
尿
病
患
者
の
血
糖

が
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る

指
標
と
し
て
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
と

い
う
も
の
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
数
値
が
７
・
０
以
下
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か

は
、
処
方
箋
ご
と
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
は
ド
ク
タ
ー
ご

と
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
医
師

に
よ
っ
て
最
新
の
薬
剤
を
使

い
こ
な
せ
て
い
る
か
が
大
き

く
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
勉
強
会
を
開
催
し
た

り
、
自
分
の
担
当
し
た
患
者

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
結
果
を
医

師
一
人
一
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
改
善
が

見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み

が
血
圧
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
で
も
行
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
他
に

も
、
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル

挿
入
術
の
合
併
症
発
生
率
が

高
い
と
分
か
っ
た
際
に
は
、

講
師
を
招
い
て
講
習
を
行
っ

た
り
、
小
児
外
傷
患
者
の
Ｃ

Ｔ
を
減
ら
す
た
め
に
翌
朝
の

変
化
を
よ
り
厳
密
に
管
理
し

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
福
井
先
生
の
根
拠

（evidence

）
に
基
づ
い
た

質
の
高
い
医
療
を
目
指
す
取

り
組
み
に
は
大
い
に
触
発
さ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、大
髙
先
生
よ
り「
連

帯
の
医
学
―
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
環
境
に

問
わ
れ
る
心

と〝
か
た
ち
〟」

と
い
う
演
目
で

講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
髙

先
生
は
こ
の
た

び
、
ご
自
分
の

半
生
を
顧
み

た
『
連
帯
の
医

学
』
と
題
し
た

書
籍
を
出
版
さ

れ
、
そ
の
内
容

を
簡
単
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
大
髙
先

生
は
少
年
時
代

に
急
性
腎
炎
の
病
気
体
験
が

も
と
に
な
り
、
医
師
の
道
を

進
ま
れ
た
そ
う
で
す
が
、
心

臓
外
科
医
か
ら
予
防
医
学
を

志
向
し
、
島
根
医
科
大
学
の

文
部
教
官
（
病
理
学
）
を
経

て
、
厚
生
労
働
省
の
医
系

技
官
と
し
て
活
動
さ
れ
る
な

ど
、
医
学
の
分
野
を
超
え
て

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
さ

れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深

く
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
退
官
後
も
海
外
に
医

の
心
を
求
め
て
英
国
の
ホ
ス

ピ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｉ
Ａ
Ｒ

Ｃ
（
国
際
が
ん
研
究
機
関
）、

規
模
も
水
準
も
世
界
最
高
峰

に
位
置
す
る
と
言
わ
れ
る
米

国
の
メ
イ
ヨ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が

ん
セ
ン
タ
ー
に
行
か
れ
た
り

と
、
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら

な
い
幅
広
い
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
髙
先
生
が
お
考

え
に
な
っ
た
思
想
や
理
念
の

中
で
、
私
が
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
患
者
と
医
師
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
で
す
。
湯
川

秀
樹
博
士
の
「
私
が
物
理
学

を
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、

自
分
の
生
き
て
い
る
世
界
を

認
識
す
る
と
同
時
に
、
そ
の

中
を
生
き
、
そ
れ
を
認
識
し

よ
う
と
す
る
自
分
を
知
る
こ

と
で
も
あ
っ
た
」「
医
師
が

病
人
に
対
す
る
時
、
同
時
に

自
分
自
身
を
み
て
い
る
こ
と

で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
言
葉
に
啓
発
さ
れ
た
と

い
う
点
で
す
。
ま
た
、
医
師

と
患
者
、医
療
従
事
者
相
互
、

市
民
と
専
門
家
と
行
政
相
互

の
連
携
・
連
帯
が
大
事
で
あ

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
医
師
と
し
て
の
幅
広
い

軌
跡
を
伺
い
知
る
に
つ
け
て

も
、
僕
は
今
ま
で
、
医
学
部

に
入
っ
た
か
ら
に
は
医
者
に

な
る
以
外
の
進
路
は
な
い
か

の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
、

大
髙
先
生
の
よ
う
に
高
い
志

が
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
機
会
は
作
れ

る
の
だ
と
感
じ
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
、
場
所
を
移
し
て
懇
親

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
懇
親
会
は
大
髙
先
生
の
出

版
記
念
も
兼
ね
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
懇
親
会

中
、
初
め
て
、
も
し
く
は
久

方
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
先
生

方
の
自
己
紹
介
や
近
況
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
各
先

生
方
が
医
療
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
、
京
都
大

学
の
本
髄
を
見
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
京
都
大
学
は

個
性
的
な
先
輩
が
多
い
大
学

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
方
は
わ
れ

わ
れ
学
生
に
も
気
さ
く
に
話

し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
学
生

時
代
の
お
話
や
現
在
の
ご
活

動
な
ど
、
非
常
に
た
め
に
な

る
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
閉
会
に
際
し
て
、
芝

蘭
会
東
京
支
部
と
し
て
京
都

大
学
同
窓
会
東
京
支
部
連
絡

会
の
創
設
に
主
体
的
に
関
わ

る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
（
そ
の
後
、
２
月
20
日
に

は
京
都
大
学
東
京
支
部
連
絡

会
の
第
２
回
連
絡
会
で
、
芝

蘭
会
の
大
髙
氏
、
二
木
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
代
表
幹
事
、
代
表

幹
事
代
行
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
）。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
芝
蘭
会
東
京
支
部
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
願
っ
て

支
部
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
４
回
生　

真
辺
諄
）

平
成
26
年
６

月
８
日
（
日
）、

岐
阜
会
館
に
て
、
平
成
26
年

【
岐
阜
】

勢ぞろいした岐阜支部総会の参加者ら

記
念
写
真
に
収
ま
る
東
京
支
部
総
会
の
参
加
者
ら

膝関節痛の治療法学ぶ

度
芝
蘭
会
岐
阜
支
部
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
整
形
外
科
学
教
授

の
松
田
秀
一
先
生
が
、
医

学
部
の
現
状
報
告
を
さ
れ

ま
し
た
。
大
学
で
現
在
進

行
中
の
医
学
研
究
や
教
育
の

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
や
、

新
病
棟
の
建
設
計
画
や
完

成
予
定
図
の
説
明
、
そ
し
て

記
念
講
堂
と
医
学
部
資
料

館
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

現
状
報
告
の
後
に
は
、
同

じ
く
松
田
先
生
に
よ
る
特

別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
膝
関
節
痛
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
と
い
う
題
名
の
講
演
で
、

変
形
性
膝
関
節
症
の
薬
物

治
療
お
よ
び
外
科
的
治
療
に

つ
い
て
の
内
容
で
し
た
。
変

形
性
膝
関
節
症
（
Ｏ
Ａ
）
と

は
関
節
軟
骨
の
加
齢
に
伴

う
退
行
性
変
化
に
力
学
的

負
荷
が
加
わ
り
、
変
性
と

炎
症
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

っ
て
進
行
す
る
病
気
と
の
こ

と
で
し
た
。
薬
物
治
療
と
し

て
は
、
消
炎
鎮
痛
剤
の
内
服

や
ス
テ
ロ
イ
ド
の
関
節
内
注

射
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
軟
骨
の
変
性
と
炎
症
の

悪
循
環
を
一
時
的
に
和
ら

げ
る
こ
と
が
可
能
だ
そ
う
で

す
。
外
科
的
治
療
と
し
て

は
人
工
関
節
置
換
術
が
効

果
的
で
、
こ
の
手
術
を
行
え

ば
長
期
的
に
関
節
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
近
年
で
は
靭
帯
の
張

力
や
膝
に
か
か
る
圧
力
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
計
算
し
て
、

よ
り
自
然
な
動
き
が
可
能

な
人
工
関
節
の
開
発
も
進
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
再
生
医
療
の
研

究
も
数
多
く
行
わ
れ
て
お

り
、
幹
細
胞
を
埋
め
込
ん
で

欠
損
部
を
再
生
す
る
最
先

端
の
治
療
法
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
治
療
に
は
脂

肪
や
骨
髄
の
間
葉
細
胞
が

大
量
に
必
要
と
な
る
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
小
欠
損
部
の
再

生
に
し
か
応
用
で
き
な
い
状

態
で
す
が
、
改
良
を
重
ね

れ
ば
関
節
治
療
の
新
し
い
手

法
と
し
て
期
待
で
き
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と

変
形
性
膝
関
節
症
の
関
連

に
つ
い
て
も
お
話
さ
れ
て
お

り
、
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
に
は

発
症
す
る
人
が
多
い
が
、
一

般
的
な
運
動
参
加
（
週
に

20
〜
40
㌔
㍍
程
度
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
）
で
は
発
症
リ
ス
ク
に

は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
骨
粗
鬆
症
薬
が
意
外

に
も
骨
の
再
建
に
効
果
的
で

あ
る
と
い
う
内
容
と
、
グ
ル

コ
サ
ミ
ン
と
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン

硫
酸
を
含
ん
だ
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
服
用
に
は
ほ
と
ん
ど
効

果
が
な
い
こ
と
が
実
験
で
示

さ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
に

非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
質

疑
応
答
の
時
間
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
の
Ｏ
脚
に
つ
い
て
の

質
問
が
な
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー

選
手
、
テ
ニ
ス
選
手
に
は
多

い
が
水
泳
選
手
に
は
少
な
い

と
い
う
こ
と
も
興
味
深
か
っ

た
で
す
。

　

総
会
が
終
わ
り
、
会
場

を
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
懇
親
会
は
終

始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

み
、
会
の
最
中
に
は
多
く
の

先
生
方
が
わ
れ
わ
れ
雑
誌
部

員
に
も
気
さ
く
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
る

先
生
か
ら
は
、
海
外
の
実
験

室
の
お
話
を
詳
し
く
聞
く
こ

と
が
で
き
、
臨
床
に
し
か
興

味
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
少
し

研
究
に
も
興
味
が
出
て
き
て
、

非
常
に
い
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
宴
も
た
け

な
わ
と
な
り
、
会
は
惜
し
ま

れ
な
が
ら
も
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、 

大
先
輩
に
あ
た
る
先
生
方

と
お
話
し
す
る
こ
と
の
で
き

る
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
会
に

お
招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
で
岐
阜
支

部
総
会
の
報
告
を
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
２
回
生　

菅
原
聡

真
）

平
成
26
年
６

月
７
日（
土
）、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ア
大
阪
に

て
、
芝
蘭
会
大
阪
支
部
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
物
故
会

員
追
悼
や
、
議
長
選
出
が
行

わ
れ
た
後
、
学
術
講
演
と
し

て
、
琉
球
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
、
内
分
泌
代
謝
・
血

液
・
膠
原
病
内
科
学
講
座
教

授
で
あ
り
、
琉
球
大
学
医
学

部
附
属
病
院
副
病
院
長
で
あ

る
、
益
崎
裕
章
先
生
に
よ
る

「
食
の
分
子
医
学
を
糖
尿
病
・

メ
タ
ボ
治
療
に
活い

か
す
」
と

い
う
演
題
で
講
演
が
開
か
れ

【
大
阪
】

ま
し
た
。
以
下
が
講
演
の
内

容
で
す
。

　

か
つ
て
は
長
寿
の
県
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
沖
縄
県
で

す
が
、
今
で
は
沖
縄
ク
ラ
イ

シ
ス
と
呼
ば
れ
る
ま
で
の
肥

満
県
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
現
状
を
打
開
す
べ

く
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
分
子
レ
ベ
ル
の
食
科
学

で
あ
る
、
分
子
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
だ
そ
う
で
す
。
そ
も
そ

も
肥
満
の
原
因
と
し
て
、
主

に
脂
肪
の
過
剰
摂
取
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
が
、
脂
肪
に
は
コ

カ
イ
ン
と
同
程
度
の
依
存
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
依
存
性

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の

が
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
こ
の
ス
ト
レ

ス
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
脂
肪
依
存
の
悪
循
環

か
ら
抜
け
出
せ
る
、
と
い
う

わ
け
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
の
結
果
、
玄
米
な
ど
の
未

精
製
の
穀
物
が
良
い
、
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
腸
内
細
菌
に
よ
る
難
消

化
穀
物
の
醗
酵
作
用
が
、
短

鎖
脂
肪
酸
を
作
り
出
し
、
そ

れ
が
脂
肪
の
依
存
を
和
ら
げ

る
、
と
の
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
玄
米
が
体
に
よ
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
も
、

い
ざ
そ
れ
を

日
々
の
食
生

活
に
取
り
入

れ
る
と
な
る

と
な
か
な
か

上
手
く
い
か

な
い
の
が
現

実
で
す
。
そ

こ
で
分
子
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ

ー
の
観
点

に
よ
り
、
γ

-ory
zan

ol

と
い
う
物
質

に
注
目
し
ま

し
た
。
こ
れ

は
短
鎖
脂
肪

酸
に
形
が
似
て
い
る
物
質

で
、
玄
米
の
中
に
含
ま
れ
て

お
り
、
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
を

お
さ
え
る
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
。
γ-oryzanol

を

含
有
し
た
Ｐ
Ｌ
Ｇ
Ａ
ナ
ノ
粒

子
化
し
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

開
発
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
考
え
の
も
と
、

研
究
を
進
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
そ
う
で
す
。
最
後
に
、「
一

つ
の
天
然
物
由
来
の
生
理
活

性
分
子
が
多
彩
な
医
療
的
作

用
を
担
っ
て
い
る
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
来
賓
の
横
出

正
之
先
生
に
よ
る
、
京
都
大

学
医
学
部
の
現
状
報
告
が
行

わ
れ
、
引
き
続
い
て
北
野
病

院
評
議
員
の
高
月
清
先
生
の

ご
発
声
の
も
と
、
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
先
生
方
は
20
名
ほ
ど
で

し
た
が
、
先
生
同
士
と
て
も

盛
り
上
が
っ
て
お
ら
れ
る
様

子
で
し
た
。
私
た
ち
学
生
に

も
た
く
さ
ん
声
を
か
け
て
く

だ
さ
り
、
よ
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
宴
も
た
け

な
わ
と
な
り
、
惜
し
ま
れ
な

が
ら
も
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
深
く
感
謝
の
意
を
申

し
上
げ
、
総
会
の
報
告
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
２
回
生　

梅
本
大

地
）

盛
り
上
が
っ
た
大
阪
支
部
総
会
の
参
加
者
ら
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人 事 異 動

発令年月日 氏　名 異動内容

H26.3.31 林　　克彦 辞職 機能微細形態学准教授より
九州大学教授へ

H26.3.31 向山　政志 辞職 腎臓内科准教授より
熊本大学教授へ

H26.3.31 吉村　耕治 辞職 泌尿器科准教授より
静岡県立総合病院医師へ

H26.3.31 渡邉健一郎 辞職 小児科講師より
静岡県立こども病院診療科長へ

H26.3.31 岡本　晋弥 辞職 肝胆膵・移植外科講師より
倉敷中央病院小児科医師へ

H26.3.31 人見　敏明 辞職 健康要因学環境衛生学特定講師より
同特定研究員へ

H26.3.31 佐藤　恵子 辞職 子どもの健康と環境に関する
全国調査京都ユニットセンター特定准教授より

H26.3.31 三上　芳喜 辞任 病理診断科准教授より
熊本大学医学部附属病院病理部教授へ

H26.3.31 柿木　良介 辞任 リハビリテーション科准教授より
近畿大学医学部整形外科教授へ

H26.4.1 Yossefian 
Shohabeddin

採用 医学教育推進センター特定教授より
同教授へ

H26.4.1 神波　大己 昇任 泌尿器科講師より
同准教授へ

H26.4.1 藤田　伴子 採用 次世代免疫制御を目指す創薬医学
融合拠点（ＡＫ）特定研究員より同特定准教授へ

H26.4.1 田中佐智子 採用 京大病院臨床研究総合センター特定助教より
健康解析学薬剤疫学特定講師へ

H26.4.1 富塚　太郎 採用 桜新町アーバンクリニック外来部長より
健康長寿社会の総合医療開発ユニット特定講師へ

H26.4.1 高橋めい子 採用 ゲノム医学センター助教より
健康長寿社会の総合医療開発ユニット特定講師へ

H26.4.1 恒藤　　暁 採用 大阪大学寄附講座教員より
集学的がん診療学講座特定教授へ

H26.4.1 奥野　恭史 採用 薬学研究科特定教授より
臨床システム腫瘍学講座特定教授へ

発令年月日 氏　名 異動内容

H26.4.1 木下　秀之 採用 京大病院循環器内科医員より
地域医療システム学講座特定准教授へ

H26.4.1 藤井　隆夫 昇任 リウマチ性疾患制御学講座特定准教授より
同特定教授へ

H26.4.1 加藤　源太 採用 厚生労働省保健局医療課長補佐より
診療報酬センター准教授へ

H26.4.1 桜井　孝規 採用 大阪府済生会野江病院病理診断科部長より
病理診断科准教授へ

H26.4.1 平松　英文 昇任 小児科助教より
同講師へ

H26.4.1 松井　喜之 昇任 泌尿器科助教より
同講師へ

H26.4.16 池口　良輔 昇任 整形外科助教より
リハビリテーション科准教授へ

H26.4.30 古屋敷智之 辞任 メディカルイノベーションセンター特定准教授より
神戸大学教授へ

H26.5.1 波多野悦朗 昇任 肝胆膵・移植外科講師より
同准教授へ

H26.5.1 山城　健児 昇任 眼科学助教より
同講師へ

H26.6.1 中川　一路 採用 東京医科歯科大学教授より
微生物感染症学教授へ

H26.6.1 大村浩一郎 昇任 臨床免疫学講師より
同准教授へ

H26.6.1 松原　　雄 昇任 腎臓内科学助教より
同講師へ

H26.6.30 豊田健太郎 辞任 臨床総合研究センター講師より
豊田医院へ

H26.7.1 渡邊　直樹 採用 東北大学教授より
神経・細胞薬理学教授へ

H26.7.1 丸山　史人 採用 東京医科歯科大学准教授より
微生物感染症学准教授へ

H26.7.1 新田　隆士 採用 藤田保健衛生大学講師より
肝胆膵・移植外科学講師へ

柴田　清人 昭和 14 年卒 平成 26 年 2 月 4 日 ご逝去
杉山　大助 昭和 16 年 12 月卒 平成 26 年 4 月 17 日 ご逝去
矢部　善一 昭和 18 年専卒 平成 26 年 1 月 2 日 ご逝去
田中　輝美 昭和 19 年卒 平成 26 年 6 月 1 日 ご逝去
大井　　豊 昭和 21 年卒 平成 25 年 8 月 24 日 ご逝去
橋本仙一郎 昭和 21 年卒 平成 26 年２月 ご逝去
牧野　耕治 昭和 23 年卒 平成 26 年 4 月 27 日 ご逝去
絹笠　　晃 昭和 23 年専卒 平成 25 年 7 月 13 日 ご逝去

帯刀　弘之 昭和 24 年卒 平成 25 年 2 月 22 日 ご逝去
恒川　謙吾 昭和 24 年卒 平成 26 年 6 月 10 日 ご逝去
秦　　禎三 昭和 24 年専卒 平成 25 年 1 月 ご逝去
岡　　正夫 昭和 25 年専卒 平成 26 年 1 月 1 日 ご逝去
武内　敦郎 昭和 26 年卒 平成 25 年 9 月 12 日 ご逝去
長崎　壽志 昭和 28 年卒 平成 26 年 6 月 29 日 ご逝去
藤井　正博 昭和 31 年卒 平成 25 年 11 月 17 日 ご逝去
桑名　兼光 昭和 35 年卒 平成 26 年 4 月 7 日 ご逝去

下野　英世 昭和 37 年卒 平成 26 年 1 月 5 日 ご逝去
武田　貞夫 昭和 40 年卒 平成 25 年 8 月 19 日 ご逝去
板倉　宏次 昭和 45 年卒 平成 26 年 6 月 15 日 ご逝去
樋口　光宏 昭和 47 年卒 平成 26 年 7 月 8 日 ご逝去
松下　利雄 昭和 47 年卒 平成 26 年 4 月 16 日 ご逝去
松本　雅彦 昭和 51 年卒 平成 26 年 2 月 27 日 ご逝去
神奈木一穂 教室会員 生理学１ ご逝去
藤本　政子 教室会員 微生物学 平成 25 年 11 月 7 日 ご逝去

原 稿 募 集 　平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施行
により、個人情報の取り扱いに厳しい制約が課せられま
した。つきましては会員の連絡先等のお問い合わせは、
必要理由等を明記の上、郵便または FAX により事務局
までご送付ください。電話でのお問い合わせにはお答え
致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752-4015）

●事務局から●

　芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の場
であります。支部活動、クラス会、会員の著書の紹
介（自薦・他薦）及び医学・医療等に関するご意見
等を寄稿ください。なお、原稿の採用及び掲載時期
については、編集委員会で決めさせていただきます。

芝蘭会報 編集委員会
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蘭
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事
務
局
長　
山
田　

均

総
務
課
長　
秋
山
和
美

管
理
課
長　
浜
崎
康
博

支
部
だ
よ
り

【
阪
神
】

和やかな雰囲気の阪神支部総会の参加者ら

放射線治療の最前線に焦点
平
成
26
年
７

月
５
日（
土
）、

ホ
テ
ル
「
ポ
ッ
プ
イ
ン
」
ア

ミ
ン
グ
に
て
、
平
成
26
年
度

芝
蘭
会
阪
神
支
部
総
会
・
医

療
懇
話
会
・
情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
ご
逝
去
さ
れ
た

先
生
方
へ
の
黙
と
う
が
捧
げ

ら
れ
た
後
、
例
年
通
り
会
計

報
告
、
監
査
報
告
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
第

10
回
阪
神
臨
床
医
療
懇
話
会

で
は「
近
未
来
の
医
療
情
勢
」

「
心
房
細
動
に
対
す
る
マ
ー

シ
ャ
ル
静
脈
化
学
的
ア
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
」「
寛
解
不
能
で

治
療
に
難
渋
し
て
い
る
神
経

芽
腫
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
４
症
例
」

「
肺
動
静
脈
瘻
に
対
す
る

A
m

platzer V
ascular 

Plug

を
用
い
た
栓
塞
術
の

一
例
」
を
そ
れ
ぞ
れ
村
瀬
徹

哉
先
生
（
村
瀬
整
形
外
科
院

長
）、
吉
谷
和
泰
先
生
（
兵

庫
県
立
尼
崎
病
院
循
環
器
内

科
）、
窪
田
博
仁
先
生
（
兵

庫
県
立
塚
口
病
院
小
児
科
）、

福
富
光
先
生
（
兵
庫
県
立
尼

崎
病
院
放
射
線
科
）
に
ご
講

演
い
た
だ
き
、
財
政
事
情
と

絡
め
た
医
療
情
勢
の
先
行
き

や
最
新
の
手
術
法
の
紹
介
な

ど
、
多
く
の
貴
重
な
お
話
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
公
演
と
し
て
、

平
岡
真
寛
先
生
（
京
都
大
学

医
学
部
附
属
病
院
放
射
線
治

療
科
教
授
）
が
「
放
射
線
治

療
の
最
前
線
」
と
題
し
て
、

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
線

治
療
は
、
が
ん
細
胞
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
二
重
鎖
切
断
す
る
こ
と

で
細
胞
分
裂
を
阻
止
し
、
破

壊
す
る
方
法
で
、
手
術
、
化

学
療
法
と
並
ん
で
が
ん
の
主

要
な
治
療
法
で
す
。
骨
と
筋

を
除
く
多
く
の
人
体
の
臓
器

の
正
常
細
胞
は
が
ん
細
胞
よ

り
放
射
線
に
弱
い
た
め
、
い

か
に
し
て
が
ん
細
胞
の
み
に

線
量
を
集
中
さ
せ
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
現

在
で
は
三
次
元
的
に
多
方
向

か
ら
放
射
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
、
病
巣
に
線
量
を
集
中

さ
せ
る
定
位
放
射
線
治
療
が

使
わ
れ
て
お
り
、
肺
が
ん
や

肝
臓
が
ん
に
対
す
る
有
効
な

治
療
法
と
し
て
確
立
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
強
度

変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
）
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
使

っ
て
、
照
射
野
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
調
節
し
、
腫
瘍
の

形
状
や
守
る
べ
き
臓
器
の
形

状
に
合
わ
せ
て
線
量
分
布
を

最
適
化
す
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
最
新
の
放
射
線

技
術
と
し
て
四
次
元
放
射

線
治
療
に
つ
い
て
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
従
来
の

技
術
で
は
呼
吸
な
ど
の
運

動
に
合
わ
せ
て
動
い
て
し

ま
う
病
巣
に
放
射
線
を
集

中
的
に
照
射
す
る
こ
と
は

困
難
で
し
た
が
、
四
次
元
放

射
線
治
療
は
病
巣
の
継
時

的
な
動
き
に
も
対
応
し
て

お
り
、
腹
壁
の
動
き
を
計
算

し
て
病
巣
を
追
尾
す
る
こ

と
が
可
能
だ
そ
う
で
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
正
常
細
胞
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
を
減
ら
し
、
が

ん
に
よ
り
集
中
的
に
放
射

線
を
照
射
で
き
ま
す
。
こ
の

技
術
が
今
後
改
良
さ
れ
て

い
け
ば
、
一
般
に
予
後
不
良

と
さ
れ
る
膵
臓
が
ん
に
対

す
る
有
効
な
治
療
法
と
し

て
期
待
で
き
る
と
い
う
話

に
は
、
本
当
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

医
療
懇
話
会
が
終
わ
り
、

会
場
を
移
し
て
情
報
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
情
報
交

換
会
は
終
始
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
み
、
会
の
最
中
に

は
多
く
の
先
生
方
が
わ
れ
わ

れ
雑
誌
部
員
に
も
気
さ
く
に

声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
在
宅
医
療
の
今
後
の
展

望
や
産
婦
人
科
医
の
不
足
に

対
す
る
懸
念
な
ど
非
常
に
勉

強
に
な
る
お
話
も
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
て
、
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
会

は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、 

大
先
輩
に
あ
た
る
先
生
方
と

お
話
し
す
る
こ
と
の
で
き
る

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
お

招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
で
阪
神
支

部
総
会
、
医
療
懇
話
会
お
よ

び
情
報
交
換
会
に
つ
い
て
の

報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
文
責
：
２
回
生　

菅
原
聡

真
）
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